



BOUDICCA : Rebellion and Aftermath










- Rebellion and Aftermath 
Yutaka Takeuchi 
Abstract 
This paper consists of two chapters. Chapter 1 isthe history or reality of the great 
rebellion of Boudicca， Queen of the Iceni. The historical background of Roman Britain 
and， the roots， the progress， and the end of this rebellion should be referred accepting the 
accounts of Tacitus and the statements of modern historians. Chapter I is the after-
math of the great rebellion. The dramas， poerns， and sculpture from this rebellion 
should be studied reading the records on them and the English history. 















































































































































































































(1) 道路 一一一一一ErmineStreet 一 一 FosseWay =Watling Street 
(2) 地名 @ 上段がロ マン ブリトン名 下段に現代名を記した
o Venta Icenorum， Letocetum， Viroconium， Isca (Caerleon)は
今日都邑でをいのでそれぞれ近隣町都邑 NORWICH，BIR~唖NGHA叫 SHREWSBURY，
NEWPORTを不した
m \la~r!~rll 、'!.~~\~~，，~W~\\) .¥ ~~ns Ae~四グぷ O九 (New叫1，叩n Tyne) 
(120) 












brivae (今日のウォーター・ニュートン WaterNewton)， ドゥロヴィグトム Duro
vigutum (今日のゴソド7 ンチェスター Godmanchester) を通り， ドゥロリポンス



















































































































































































































































史土の綴りと同じ)， Demetrius， Decius， Macer， Curius， Junius ; Deciusの{五




























































‘Rome， for empire far renown'd， 
Tramples on a thousand states ; 
Soon her pride shall kiss the ground 
Hark! the Gaul is at her gates!' 
‘Regions Casar never knew 
Thy posterity shall sway， 
Where his eagles never flew， 













(め この頃彫刻家のソォニクロフト ThomasThornycroft (1815-1885. 8 
30)がボウディッカをテーマにする仕事の着想を得ていた。彼は英国史に関す
るものの制作を王立美術院RoyalAcademyから求められていたのであっ















しかし建立の時期は適当であった。英国は 1852年に BurmeseWar (ビルマ
戦争)， 1857年にはIndianMutiny (インド紛争)， 1882年から 1885年のエジプ









2 Covent Garden 
3 Drury Lane 








REGIONS CAESAR NEVER KNEW 










※ 1 _ _i_.. _ ，...，.畏 Z
A ボウデイッカの叛乱はタキトゥス Tacitus， スエトニウス Suetonius'、“及びディ
オ・カッシウス DioCassius※ 3によって記録されている。 Tacitusはこの中て、叛乱時に最も
近いラテン史家でその記述に偏向が余りみられず， 詳細で、もあるので筆者は主にこれに
与っ?とれ
※ 1 Cornelius Tacitus 史家であるが自己を多く語らず，生没年が確かでない。 55年頃から 127
年頃とされる。行政官・軍人そして何よりも史家として有名。著書に Devita et moribus 
Julii Agricolae(Agricola)， Histoγ匂e，Di，αlogus de Oratoribus(Dialogus)， Annαles， De 0γIgι 
蹴 etsituGe円nano叩 rn(G包rm刷協)などが残る。
※ 2 Gaius Tranquillus Suetonius. 69年頃から 140年頃のラテン史家。多くの著書を残したが
De vita Caesaru附が有名。これはアウグストゥスから 12人の皇帝伝である。 この叛乱は
ネロ皇帝の巻で僅かに記録されている。本論でこの著作を引用の際にはただ Neroとした。
※ 3 Dio Cassius Cocceianus. 150年頃から 235年頃が生没年とされるキリシア系のローマ行













E MS(S)はmanuscript(s)，LCCはLondonCounty Council， LCLはLoebClassiqj] 
Libraryの略である。 SHE，5MB， SJCは拙稿の IWへンリ一八世』地誌考J，iWマクベスj
地誌考J，Iジュリアス・シーザー』地誌考j参看のことである。
F Bede， Casar， Dio Cassius， Plinius， Seneca， Suetonius， Tacitusのテキストは主に
LCLを使った。
(注)
1 ) Boudicca.この綴りは Tacitusによって初めて記録された (Annales，Agricola)o'しか
しエジンパラ大学のケルト語学者K.H. Jackson教授は‘c'という形はおきえないの
で正しいとは認められない。ピは 1つで足りるとして Boudicaを採っている (p.306任，
p.572ff.)。ケルト語学者の最も認める綴りは BoudicaだとLloydはいう (p.55，n.24)。
Suetoniusには記録なし。 DioCassiusは β'ouoouuwと記録。しかし 15世紀の
Vaticanus及びCoislinianusのMSSの中にはこの綴りの他に β'ooυucaと綴ったのが
1ヶ所ある (LXII-6)といわれるが， 筆者が大英博物館 BritishMuseumでみた
VaticanusのMSには LXIIの巻がなく確認は出来なかった。 Bed巴(注90)には記録
なし。 14世紀に書かれた英国の年代記 Desitu Britanniae援は Bonduicaと記録してい
る。また通常単に Holinshedまたは Chroniclesというだけで通ずるホリンシェド
Raphael Holinshed (または Hollingshed.ca. 1580年没)の編した有名な年代記 Chron
icles 01 England， Scotland， and !reland (第二部参看)の中では Voadiciaとなってい
る。ウ、イクトリア時代になって詩人のクーパー及びテニスン(いづれも第三部参看)
がこれを美しい口調のBoadiceaと変えた (Trevelyan，p.19)が，歴史家はこれを認め
ず(H巴nd巴rson，Nero， p.477 ; Chambers， p.30)，中には綴りの間違いである(Mattingly，
p.164)とか，全然問題ともしない (Collingwood，Roman Britain， p.23)史家もいる。
Lloydはこの綴りはいカミなる MSにも見出きれないと述べている (p.55，n.24)。美文家
のギボン E.Gibbon (1734.4 27-1794.l.16)はさすがに Boadiceaと綴り，またこれ
と同じく Caractacusを採っている(注 52)。今日一般の英国人は Boadiceaで理解して
いる。いつれにしてもこの名の意味は victory'から派生している。
来 Desitu Britanniae は通常その名に生地の名をつけてサイァレンセスターのリ
チヤードRichard of Cirencesterとよばれる人物の残した年代記で長い間ロー?ン・
ブリトンの権威ある書ときれてきた。彼は大凡1335年にサイァレンセスターに生ま









Vallum Hadriani (ノ、ドリアヌス時代の 122年から数年を要して築かれた英国の万里の
長域。狂暴なスコソト族Scotsやピクト族Pictsの南下を防ぐためのものでコポンス・
アエリウス PonsAelius (今日のニューカソスルNewcastleupon Tyne)からルグ
ヴァリィウムLuguvallium(今日のカーライルCarlisle)まで英国を東西に貫いた城
壁)を修理した後，間もなくエブラカム Eburacum(今日のヨ クYork)で没し(ル
プスは 197年か 198年にブリタンニア知事となり，この修理はその年から 208年まで
























ミウム Verulamium(今日のヴェルラム Verulam) と推定される。彼等は絶えず大陸
のガッリア(注 63)の部族と連絡を保ち，彼等のローマ支配への反抗に援助を与えて
(136) 






























Belgarum(今日のウインチェスターWinchest巴r)はmarkettown of the Belgic trib巴
であり， Venta Silurum (今日のカーエルウェント Caerwent)はmarkettown of the 
Silurian tribeであり，そしてVentaIcenorumがmarkettown of the Icenic tribeで
あると説明されたが，今日のケルト語学者はこの説を退けている (Copley，p.15)。
きてV巴ntaIc巴norumは今日のノリ yヂNorwich(またはノリッチ)の南カイスター・








4 ) 注3の如く不明。 59年， 60年， 61年との諸説がある。 Richmondは59年か 60年，
あるいはそれより少い早い時期かも知れぬと述べている (RomanBritain， p.29)。









































































が 12歳から 14歳位，上のがその l歳年長であったらうと推測し 2人はこの叛乱に
は政治的には未だ年若くて無力であったが 'oldenough to be raped' と述べている
(p.48)。

























Claudius Nero Caes旦rと改まった。更に異例なことにも 14歳にもならぬ51年3月4
日には元服し，元老院に正式に紹介されてプリンケプス・ユウェントゥティス Prin-
ceps Iuventutis ["若者の第一人者」という輝かしい名誉ある称号を授けられ，その名も
















(Nero， XIII)と述べ， Bede は「ネロは軍事について何もすることなしそれがために
ローマ統治における他の数え切れない損失の一つにブリタンニアを殆んと寺失った」






10) Tacitus，Aηnales， XIV -310 





































横梁の幅がl隻は 20.1m， もう l隻は 23.8mで，これはコロンブスがアメリカ大陸


































17) 信添性がなく伝説ともいわれる。プリニウス GaiusPlinius Secundus(23または 24ー
79)がその著 HistoriaNaturalis XVIII -vi -35でこれを伝えた。彼はネロに対する反
乱の一味で，これはネロの死後彼への誹誘から出たものと思われる。別説では彼はこ
れを Ain~el~Djemila(アフリカの地名らしいが現在の筆者には不明)の碑文から得たと















































27) 注8のように 2人の娘の歳を推測すれば1歳ちがいの 14歳頃である。 Tacitusの記
(144) 





29) Publius Ostorius Scapula. 47年秋二代目知事としてブリタンニアに赴任。騎兵隊出
身の精力的人物でイスカ・ドゥムノニイオールムIscaDumnoniorum (今日のエクセ









































35) Tacitus， A四nale丸一 XIV~31o
36) Lucius Annaeus Seneca。生年は不詳であるが，紀元5年に死んだ詩人アシニウス・




























































































37) 40，000，000セステルティは DioCassiusに由来する (LXII-2)。
38) Dio Cassius， LXII-2。セネカについてのDioCassiusの記述には特に偏見があると
いわれる。
39) Gaius Suetonius Paulinus.生没年不明。彼は初代ブリタンニア知事のアウルス・プ
ラウティウス(注47)や，後に皇帝となったウェスパシアヌス(注 74)，また名将コル


















は望み得ないJ Simul in urbem m肌 dabat，γzul/;祝肌併oeli町umfiγzemexspectaγ四 t，nisi 


























に大きな功績をたてたことにより 7 ルティア・ヴィクトリクス MartiaVictrix (= 
























l?E._LulV Caer Carad~c Hill 
。Ludlow¥"，










































Oxford St Albans 
0 ・
• Dorchester 。Wallingford













































※2これは Holinshed'sChronhicl日(IV-6)とRapin(vol. 1， p.14)が伝える。
48) Tacitus， Annales， XIV -29 
49) Druids.ロー7 との因縁は古ししかも深<， Casar，キケロ MarcusTullius Cicero 














ような罪人のいない時には罪のない人間までを生賛に供するJ (De Bello Gallico， VI 















































53) 叛乱の年を 61年とするのは Tacitus(Annal瓜 XIV-29)を奉ずる学派であり， 60 
年とするのは JuliusAsbachの研究 (p.8)を奉ずる派である。
54) Tacitusの記述は次のようになっている。「気違いじみた妄想にとりつかれた女たち
が(ロー7 の)破滅は近いと喜び叫んでJEt)をminaein furorem turbatae adesse exitium 
canebant. (Annales， XIV -32)。
55) カムロドゥヌムを指す。
56) ロンティニウムの町をいう。
57) Dio Cassius， LXII -2 0 Welchは70.000としている (p.103)。しかしこの数字を彼
が何を基準として割リ出したかを説明していない。












60) Dio Cassius， LXII -3 ， 4 ， 5 0














この名はカレウ 7 ・アトレパトウム CallevaAtrebatum (今日のシルチェスターSil
chester)からコリニウム・ドブノ 第12図
ールム及びグレヴムGlevum(今日 ハ ROMAN BRITAIN 
のグロスター Gloucester)に至る l 〆
道路にも与えられている。
67) 当時の名は不明。
68) これは Dudleyの説である (p.62)。
Merivaleは今日のウォーミングフォ
ード Wormingford をあげている







かない (1fear this is too uncertain 













71) Tacitus， Annales， XIV -330 Tacitusのこの記録はロンドンについて歴史上最初の
記録として注目され，有名なものである。
72) J. Jacksonは目的地をカムロドゥヌムとする (LCL，The A叩向。l5，p.160 f.)。













シアヌス TitusFlavius Vespasianus (9.11.18ー 79.6
23， r.70 -79)はネロ死後の皇帝乱立の内乱の最終勝
利者となって皇帝となったが，ネロの治世中はネロが








































= Watling Street 
一 Fosse Way 
x )( X x lcknield Way 
_ー.- Ryknield Street 
.n.n.n..n.. Hadrian's Wall 
てその可能性を否定出来ないとしている。
76) Waetlinga Straetとも綴られる。名の由来は不明だか個人名からか， との推測もあ
る。今日ワトリング・ストリート WatlingStr巴etといわれる。ロンデイニウムから
ウ、エルラミウムを通り，ヴィロコニィウムに至る有名なローマン・ロード。尚ロンデイ




78) 6月13日といわれる。彼はこの時 tribunusmilitumという地イ立にあった。これは 1，

















近取壊わされたのがある)0 Bread StreetのAlI Hallows， Lombard StreetのAIl
Hallows， London iへTalのAl!Hallows，そして AllHal!ows Colemanchurch， Fenchurch 
のAllHallows， All Hallows the Great， All Hallows the Less， All Hallows Staining， 
Honey LaneのAllHallowsそれにこの AllHallowsである。この教会はその地区の名が
ついて AllHallows Barkingともいわれ， またロンドンF苔に近いため AlIHaliows by 








ROMAN BRIT AIN 
一一一叩 Fosse Way 











(1) PROC A VG DEDERVNT BRlT PROV (第 16図)
(2) p. PR . BR， P・PR・LON，PR. BR . LON， p. P . B良・ LON，p. p. 
BR. LON (第 17図，第 18図)
(1) 1934年ウォルブルクから発見された。「ロー7帝国属州ブリタンニア駐在財務局発
















4 0 Guildhall Museum 
59イングランド銀行
6 ~ Walbrook (通)
7 言 BushLane 
8 !I//k Leadenhall St問"
9 '" Trinity Place 
10モシ地下艶 TowerHill駅
1 • All HaUows Barking 
12，"似 TowerHill 
130ロンドン塔
14 Tower Briclge 













説明は次の通りである。 Tilestamped P . P . BR . LON ('Publicani (tax-gatherers) of 
London in the province of Britain' )。一方ロンドン博物館は次の説明である。
Fragm巴ntaryroof-tile stamped : P P BR LON a reference to some government 
d巴partment'of the Province of Britain at London'. Stamps like these are one of the 
pieces of evidence that London became the financial and probably the political 
capital of Roman Britain. 
この両博物館の説明には違いがある。確かにこの文字の解釈は問題とされ，今日まで
諸説のままで結論が出ていない。今ここにその諸説をまとめてみる。
P. P. BR. LON 





C1: Procuratores= procurators 
C2: Portitores二 harbourofficials. customs officers 
C3: Publicani士 t拡 -collectors
このうち C1を支持するのが多い。
D: 2つのp.pのうちの最初のPは上記Cl， C2， C3のそれぞれの単数であるとする
説。これをDl， D2， D3とする。









a. p. P・BR.LON =ρ(ublicani)ρ(r，口vinciae) Bη(tanniae) Lon(dinienses) 
b. p. P . BR . LON =" "Br(itanniae) " 
c. p. PR . LON =" " (※ Lon( dinieneses) 
(策)のところは当然 ρr(Cωinciae)と書くべきを Hubnerは['" J としてしまった。
86) Tacitus，Annales， XIV-33 ; Dio Cassius， LXII-7。
87) 地名ではなく，場所は勿論不明である。アンドラステ Andrasteというのは叛乱軍の
勝利の女神のことである。注89参看。
88) Paradise Lostの著者ミルトン JohnMilton は歴史家でもあったが，この惨状を更に詳
述している。彼によるとローマ人の女は妻も娘も全員が全裸でつるされ，そしてその





































で研究・著作・教育にその一生を棒げた。Hist，ゲiaEcclesiastica Gentis Anglorum(731 
年完成)などを著わし当時ヨーロッパ随ーの学者との名声を得，また英国史の父とい
われる。しかしこの叛乱についての記述は Historiaの中で上記の 1行だけである。
91) Dio Cassius， LXII-1。彼は万事に多い数字を記録する。











3，000名としているが， DomaszewskiやHubnerは第 14軍団を 6，000名と計算してい
る (Henderson，p. 505)。
96) Tacitus，Annales，X1V-34o 
97) Dio Cassiusは実に 230，000という数を記録している (LXII-8)。これは彼の得意の
表現であり，特にここではロー7 軍の勝利を一段と輝かしいものに思わさせるための
誇張としか考えられない。







Annale百，X1V-34; Dio Cassius， LXII -8 )。
99) TacitusはAgricolaのXVIでもこれと同じことを記しているが，このような女の指導
(160) 




100) Tacitus Annales， XIV-35o 
101) Ibid，XIV-36。










ス TrinityPlaceで発見された。その碑には DIS (. )ANIBVS (…)AB. ALPINI・
CLASSICIANIと美しい文字が刻まれていた。 19世紀のすぐれた古代研究家のCharles
Roach Smithはこれを‘クラッキシアヌス'の墓と解釈した。ワイト島の農家の出で 10
人兄弟の末子に生まれた Smith ( 1807. 8 . 20-1890. 8 . 2 )は幼時に父を失い，少年時
代lニ母にも死なれて充分な教育は受けず職も転々とした抗 早くに抱いた古代遺跡
への情熱はその生涯独身の長い歳月に消えることなし多くの研究・著書によって名
声は国際的であった。 Smithは1859年に発表した Illustrations01 Roman Londonの中
でこの碑の解釈を次のように行った (p.28)。彼は先ずこの碑文を Diis(M) anibus.. . 
(Fl ab (白)Alpini αassicianiとよみ， この碑は身分の高い人のものであると明言
し，しかも発見された部分は全体の士以下の大ききのものであることまで見抜いた。


















た。元来 ag町omenは英雄的人物，伊:IJえば PubhusCornelius Scipioのような人物に
Africanusのag向omenをつけて PubliusCornelius Scipio Africanusとする個人的用法














Dis (M)anibus (G(ai) Iul(i) G(ai) f(ili) 
Flab(ia tribu) Alpini Classiciani '"proc 
(uratoris) provinc(iae) Brita(nniae) Iuli呂














































Drury Lane Theatre (以下 DL と略すげ~ Caratach=Powell (前者が劇中人物，後者が
配役。以下これに準ず)， Bonduca= Mrs Knight， Claudia= Mrs Rogers， Bonvica= 
Miss Cross。
0706年} DL他の記録なし。
0731年〉 劇場名の記録なし。 Carat日ch二 Bridgwater， Venuti us二 Cibber，
Bonduca= Mrs Butler， Claudia= Mrs Cibber， Bonvica= Miss Rafter. 
0778年〉 へイマーケット劇場H旦ymarl王etTheatre狼'2 コル7 ンColman"3，の改作。
Caratach=Digges， Bonduca= Mis Sherry 
{1795年〉 コベント・ガーデン劇場Cov巴ntGarden Theatre (以下CGと略)娘 4
(163) 
344 竹内 豊
Caratach= Holman， Bonduca =Mrs Pope， BonvicaニMissWallis 





{l695年 9月(?)} DL. Prologue， Spoken by Mr Powel*1; Epilogue， Spoken by 
Miss D巴nnychock; Suetonius = V巴rbruggen. Petilius = H呂rland，Junius = Hil， 
Decius = Eldred， Macer = Mic. Lee， Caratach = Powel Jr.， Venutius = Horden， 
Hengo = Mis AllisonペNenniusニMills，MacquaireニSimpson，BonducaニMrs
Knight， Claudia = Mrs Rogers， Bonvica =恥恒sCross. 
興業日の9月も確かでない。 1695年 10月24日 28日のよsndonGazette誌がこの
劇を取上げていることから推測して興行は 9月から 10月初旬と思われる。この上演は
1696年の興行(上記)と殆んど同じ俳優・配役で行われたようである。
{1699年 1月28日(土n DL(?) 
{1705年 2月 12日〉 DL 
{1706年 2月 12日(火nDL 
{1706年 2月 18日(月)} DL 
{1715年 8月5日(金n DL 
{17l5年 8月9日(火n DL 
{17l5年 8月 12日(金)} DL 
{1715年 8月23日(火)} DL 
{1716年 6月26日(火nDL 
{17l6年 7月 10日(火)} DL 
制 DLはロンドンて最も有名且つ使用されている最古の劇場である。 1662年チヤー ルス、
二世CharlesIの勅許によって建てられた。初興行は 1663年5月7日であった。そ
の後火災などで建てかえられ現在のは4度目のもので1812年の建造である。 Theatre






























113) この劇の出版は初演と同年の 1697年である。第22図がその第 l頁 (Title
P丘g巴)である。これに続いて当時の慣わしに従って献辞がある。当時シェイクスピア劇




Prologue. Spoke by Mr. Betterton. (綴り・大文字の使用など原文通りである。但し
古い形のfとEは筆者が現代活字の sとcに入れかえた)
Do you not wonder， Sirs， in th巴sepoor Days， 
Poets should hope for Profit from their Plays? 
Dream of a ful Third Day， nay， good sixth Night， 
(Especially considering how they Write.) 
But so it is ; and thus 1 go to show it， 
W 0 tous Players， every one turns Poet. 
AIl Write alike， and therefore every Brother， 
Free from al Envy， stands by one another ; 
They live more peaceably than Bees， no doubt， 
Since not one drone of al is driven out. 
Our Author is so gre巴n，and young a thing， 
(165) 
346 竹内 豊
'Tis hard if he can yet have lost his Sting! 
Those Boxes! He may beauteous Gardens cal， 
Fair are the Flowers， and he sucks Sweets from al ; 
Nor is he less oblig'd to Masks and Beaus， 
Who pay for Plays ; even when they borrow Cloaths 
On your united Favours he depends， 
And thinks you al his， and our House's Friends 
Tho' you hate Blood-shed， out of pure good Nature， 
As Poets， Criticks， or as Fops hate Satyr. 
Be not to Day afraid to see us Bleed， 
But let for once， a Tragedy succeed 
(このPrologueを述べたベェタ一トンは DLで活躍していた俳優であったが，不満分
子と共にリンカーンズ・イン・フィールド劇場(次注)に移った。ここで彼等がはじ




Boadicea，Queen 01 Britain = Mrs. Barry; Camilla， Venuti丘，Her Daughters = Mrs 




Mr. B巴tterton Paulinus， Decius， Joint Generals = M楽 Kynaston，Mr. Hudson 
Fabian， Favourite to Paulinus二Mr.Freeman Caska， Favourite to Decius = Mr. 
Sanford. (※こ冶だけMとなっている)
114) またの名はLisle'sTennis.C口urtあるいは Duke'sHouse. 1656年建造された Tennis.
Courtが 1661年劇場に改築され， 1661年6月28日初輿行された。 1848年取壊されて
現在は跡形もない。今日この辺りは公園と裁判所RoyalCourts of ]ustice及ぴその関
係の建物などの所在地である。
115) 著者名のない A Short History 01 Boadicea， The British Queenという小冊子 (22























Garrick， Tenantius=Mr. Burton， Ebr-
ancus=Mr. Mozeen， Flaminius=Mr 
Havard， Anobarbus=Mr. Mossop， Bo. 
adicia二 Mrs.Pritchard， V巴nUSlaニ Mrs





London Stage: 1660-1800にはこの3つに Bransby，Davies and Jeffersonと配役
の名が記録されている)0 Prologue， Spoken by Mr. Mossop; Epilogue， Spoken 
by Mr. Havardでそれぞれその言葉が印刷されている。 TheLondon Stageによる
とボォイス DrWilliam Boyce (1710-79)によってこの劇のために新しく作曲された
音楽が幕開に演奏され，劇によく 7 ッチして好評であったとのことである。彼は 1749







{l2月6B (木)} f: 140 
(l2月7日(金)} f: 150 
(l2月8日(土)} f: 130 
(l2月10日(月)} f: 130 
(l2月12日(水)} f: 90 この日台本が印刷され市販きれた。 1部 ls.6d.(今日の
新通貨では 7.5ペンス)
(l2月13日(木)} f: 100 
尚，参考のためにこの同じ頃上演きれていたシェイクスピア劇の興行成績をみてみる
と次の通りである。
1753年1月9日(金) D L Ki日:gHenry VUl f: 120 
1月15日(木) D L Ki目:gLear f: 200 
1月20日(火) D L As You Like lt f: 80 
1月21日(水) D L Much Ado About Nothing ? 
1月22日(木) D L King Lear f: 200 
11月28日(水) D L King Richa:γd 11 f:21O 
12月3日(月) C G Romeo and Juliet 
12月8日(土) C G Romeo and Juliet 
12月17日(月) D L King Henry VIII f: 70 
12月18日(火) D L King Richard II f: 150 











118) Gaius Valerius Cattulus. ca前84一前54。ローマ最大の行情詩人といわれる。
119) C. Tennyson， p.323及ぴp.519，
120) 生年は848年か849年。没年は更に諸説があって899年， 900年， 901年のそのいづれか
の年の 10月初日または 28日ときれる。ケント及ぴエセックスの王エゼルウルフE












Pall Mall通り(セント・ジェームズ公園 St.James's Parkの近く。(第6図))に元あっ











124) ノ〈ッキンカ。ム宮殿のある PalaceGardensの南隅にある。 1825年の建物なることが屋
上の風見の刻印でわかる。現在Bay(栗毛)， Windsor Grey (灰色)など35頭の馬がいる。
ここの長官は宮内長官に次ぐ高官で今日1936年以来第10代ボオウファト Beau
fort公爵がその任にある。






のウィリアム WilliamHamo (1850.3.9-1925.12. 18)も1917年に Sirを授けられた。
126) 1836年12月22日に C.R.スミス(注104)によって創立された。













QUEEN OF THE ICENI 
WHO DIED A. D. 61 
AFTER LEADING HER PEOPLE 
AGAINST THE ROMAN INV ADER 
THIS ST ATUE BY THOMAS THORNYCROFT 
W AS PRESENTED TO LONDON BY HIS SON 
SIR JOHN ISAAC THORNYCROFT C. E 
AND PLACED HERE BY THE LONDON COUNTY COUNCIL 
A. D. 1902 
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※ Isca Dumnoniorum 











Newcastle upon Tyne 











※ Venta Belgarum 
※ Venta Ic巴norum



































































































































































































































































































































































































































































































































































































W. C. Adams， A Dictionary 01 the Drama，London， 1904. 
R. Arnold， A Social History 01 England， London， 1966 
]. Asbach， Analecta Historia et E，戸zgra戸hicaLatina， Bonn， 1878. 
Bartholomew's Relerence Atlas 01 Greater London， Edinburgh， 1968. 
Bartholomew Road Atlas Britain， Edinburgh， 1974 
A. Birley， Li}告inRoman Bri~ヨin ， London， 1964 
E. Birley， Roman Britain and the Roman Army， Kendal， 1953 
P. H. Blair， Roman Britain and Early E河gland，Edinburgh， 1963. 
A. E. R. Boak & W. G. Sinnigen， A History 01 Rome to A. D. 565， New York， 1965 
F. C. Bourn巴，A History 01 the Romans， Boston， 1966 
]. H. Buckley， Ten目yson: The Growth 01 a Poet， Oxford， 1960. 
A. R. Burn， Agricola and Roman Britain， London， 1953. 
A. R. Burn. The Romans iηBriωin. Oxford. 1969. 
The Cambridge Ancient History， Cambridge， 1963. (特に第10巻)
R. W. Chambers， England belore Norman Conquest， London， 1926 
Chambers's Encycloμばza
W. Churchi11， Histoη01 the English.Sρeaking Peopた5，London， 1956. 
T. Codrington， Roman Roads in Britain， London， 1905 
R. G. Co11ingwood， R01刊anBritain， London， 1923 
R. G. Collingwo口d，The Royal C.仰向mzss紅白 on His品oricalMonum百円ts(Engla日d): Roma円
Lo四don，London， 1927 
R. G. Co11ingwood & ]. N. L. Myres， Roman Britain and the English Settlements， Oxford， 
1968 
R. G. Collingwood & 1.Richmond， The Archaeology 01 Roma目 Britain，London， 1969. 
H. C. Coote， The Romans 01 Britain， London， 1878 
G.]. Copley， Names and Places， London， 1963. 
C. D. N. Costa (Ed.) Seneca， London， 1974 
L. Cottre11， The Great Invasion， London， 1958. 
L. Cottr巴1，Seeing Roman Britain， London， 1956 
The Poetical Works 01 William Cowper， London， 1959. 
The Dictionary 01 National Biograρhy， Oxford， 1950. 
D. Divine， The North. West Frontier 01 Rome， London， 1969 
D. R. Dudley & G. Webster， The Rebellion 01 Boudicca， London， 1962. 
E. Ekwa11， The OX}匂rdDictionary 01 English Place-Names， Oxford， 1960. 





English Place-Names Society， The Place-Names 01 Hertlordshire， Cambridge， 1938. 
Everyman包Encyclopaedia
G. Ferrero， Characters and Events 01 Roman H.ぉtory，Condon， 1909. 
J Fletcher， Bonduca， Oxford， 1951 
J Frazer， The Golden Bough， London， 1959. 
S. Frere， Britannia， London， 1967. 
E. Gibbon， The Decline and Fall 01 the Roman EmPire， London， 1838. 
R. Glover， Boadicia， London， 1753. 
R. Glover C')， A Short History 01 Boadicea， London， 1754 
M. Grant， Nero， London， 1970. 
A. Graves. The British lnstitution : 1806 -1867 London. 1908 
A. Graves， The Royal Academy 01 Arts， London， 1970. 
R. Gunnis， Dictionary 01 British Scuかtors: 1660-1851， London，不明.
H. A. Harben， A Dictionary 01 London， London， 1918. 
T. Harbottle， Dictonary 01品 tles，London， 1971. 
P. Harnack， All about Ships & Shipρing， London， 1964. 
M. Harrison. London beneath the Pavement. London. 1971 
W. O. Hassal!， Who's Who in History， Oxford， 1960. 
F. Haverfield. The Roman Occupation 01 Britain， Oxford， 1924 
F. Hav巴rfield，The Romanization 01 Roman Britain， Oxford， 1923. 
B. Henderson， The Li!e a刀dPrincψate 01 the Emperor Nero， London， 1903 
B. Henderson， The Study 01 Roman History， London， 1921. 
Heyden & Scullard， Atlas 01 the Classical World， London， 1967. 
C. Hibbert， London : The Biography 01 a City， London， 1969. 
G. Hindley， A History 01 R凸ads，London， 1971 
R. Holinshed's Chronicles 01 England， Scotland， and lreland， London， 1807. 
G. Home， Roman London， London. 1948 
C. Hopkins， Boadicea， Queen 01 Britain， London， 1697 
]. Horsley. Britannia Romana， London， 1732. 
A. Hubner， lnscriptiones Brita叩niaeLatinae， Berlin， 1873. 
K. H. Jackson， Lo目guageand History in Early Britain， Edinburgh， 1953 
H. Kiepert， Formae Orbis A叩tiqui.Berlin， 1894 
W. V. Lennep (Ed.)， The London Stage・1660-1800， Ilinois， 1965. 
W. R. Lethaby， Londinium， London， 1923. 
J Lindsay， The Romans Were Here， London. 1956. 




]. Li versidge， Britain in the Roman Em戸ire，London， 1968. 
]. E. L1oyd， A History 01 Wales， London， 1954. 
LCC，Sunり 01London， vols. XII -XV， The Parish 01 A IHallows Barking， London， 1929 
& 1934. 
LCC， Survey 01 London， vol. XX， Tralalgar Square and Neighbourhood， London， 
1940 
LCC， Survey 01 London， vol. XXXV， The Theat陀 Royal，Drury Lane and the Rの'alOpera
HωIse， Covent Gard，仰， London， 1972 
R. R. Lynam， The History 01 the Roman Emρerors， London， 1850 
I. D. Margary， Roman Roads in Britain， London， 1957. 
H. Marsh， The Caesars， Newton Abbot， 1972. 
H. Mattingly， Roman lmperial Civilisation， London，1959. 
C. Merivale， History 01 the Romans under the Empire， London， 1865. 
R. Merrifield， A Handbook to Roman London， London， 1973. 
R. Merrifield， Roman Ciか01Lo抑don，London， 1965 
R. Merrifield， Roman Laηdo叩， London， 1969. 
]. Milton， Britain， London， 1870. (初版は 1670年)
T. Mommsen， The Provinces 01 the Roman EmPire， London， 1856. 
R. W. Moore， The Romans in Britain， London， 1959. 
Muir注HistoricalAtlas， London， 1969 
A. Nicoll. British Drama. London. 1927. 
M. P. Nilsson， lmperial Rome， London， 1926. 
Ordηance Survey Map 01 Great Britain (Special Library Editionで市販されない)
The Oxlord Classical Dictionary. 
The 0坦fordComμnion to the Theat陀， London， 1967 
Rapin de Thoyras， The History 01 England (Translated by N. Tindal， 30cmX50cm，全21巻)，
London. 1732. 
]. S. Reid， The Municipalities 01 the Roma叩E仰向陀， Cambridge， 1913 
Richard of Cir巴ncester，De situ Britanniae， London， 1809 
1. A. Richmond， Roman and Native in North Britain， London， 1958 
1. A. Richmond. Roman Britain. London. 1955 
A. 1. F. Ri vet， Tou月 andCountァyin Roman Britain， London， 1958 
C. E. Robinson，A History 01 Rome， London， 1961 
A. Ross， Pagan Celtic Britain， London， 1968 
M. Rostovtzeff， The Social and Economic History 01 the Roman Empire， Oxford， 1957 
B. Russell， History 01 Western Philosophy， London， 1971. 
]. Ryhs， Celtic Britain， London， 1884. 
(176) 
BOUDICCAl)一真実と詩
E. T. Salrnon， A History olthe Roman World， London， 1970 
H. H. Scullard， From the Gracchi to Nero， London， 1970. 
O. Seyffert， A Dictionary 01 Classical Antiquities， London， 1957. 
G. Sirnpson， Britons and the Roman Army， London， 1964. 
C. R. Srnith， Ilustrations 01 Ro削anLondon， London， 1859 
W. Srnith， A Dict叩zary01 Greek and Roman Geogra片y，London， 1873 
E. F. Sutcliffe， A History 01 Philosophy， London， 1956 
Patical Works 01 Al;勾dLord Tennyson， London， 1950 
C. Tennyson， Al;争edTennyson， London， 1968 
G. Thornpson， London's 5tatues， London， 1971. 
G. M. Trevelyan， History 01 England， London， 1966 
T. G. Tucker， Li;伝inthe Roman World 01 Nero and 5t. Paul， London， 1910. 
357 
University of London Institute of Historical R巴search，The Victoria History 01 the Counties 
。ifEngland : The History 015旬1fordshire，vols. ]-VlI，Oxford， 1967 
Ibid， The History Hertlordshire， vols. 1一IV，London， 1908. 
The Viatores， Roman Roads in the 50uth-East Midlands， London， 1964 
G. Walter， Nero， London， 1957 
B. H. Warrnington， Nero， London， 1969 
G. Webster， The Roman lmperial Army， London， 1969. 
A. Weigall， Nero， London， 1930 
G. P. Welch， Britannia， London， 1965. 
B. C. A. Windle， The Romans in Britain， London， 1923 
(本論は文部省在外研究員として海外出張中のうちの昭和49年 12月から翌年5月まで7 ン
チェスター及びロンドン滞在の日に書かれたものである。尚本論文の掲載に当っては紀要委
員大出教授の御高配に，またこの上なく面倒な校正をこの上ない精力と綿密さとで引受けて下
きった豊国助教授に深い感謝の念を捧げたい。 昭和50年5月8日.ロンドンにて。)
( 177) 
